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研究成果の概要 

 本研究の目的は，多光子吸収誘起光熱還元過渡現象を解明し，回折限界以下の微小領域への各種金属

析出を時間的・空間的に制御することにある．フェーズ 2初年度の今年度は，前年度明らかとなった界

面活性剤添加したグリオキシル酸 Cu 錯体原料からの回折限界以下の空間への Cu 析出において，その

析出過渡現象解明に取り組んだ．具体的には，照射パルス数による透過率変化を計測するとともに，ポ

ンプ・プローブ法による数十ピコ秒オーダで透過率の時間変化を明らかにした．その結果，初期段階に

ナノ粒子が形成され，その後，凝集・焼結へと移行することが明らかとなった．更に，グリオキシル酸

Cu錯体原料へ Agナノ粒子を添加することで，初期の吸収率の向上と，Cu析出時のシードとしての効果

を明らかにした．同様にパルス数による非線形吸収特性とポンプ・プローブ法による析出過渡現象を観

測した結果，Ag ナノ粒子添加により低パルスエネルギーでの吸収と析出制御に成功した．更に，析出

過渡現象における，還元途中の基礎検討として，Cuと Cu2Oナノ粒子の接点において電場増強が生じ，

局所的な加熱が誘起される可能性を示した．この結果は，Cu 析出過程において，ナノ粒子近傍での局

所加熱の可能性を示唆しており，析出・焼結モデル構築時に考慮する必要があることを示唆している．

また，Cuパターン電気化学測定用電極への応用を検討した．バルク Cuと比較して，ポーラス形状であ

る析出パターンは，反応性の向上が明らかとなった．これは，比表面積増加による効果と考えられる．

これらの成果は，論文 4報，国際会議 2件，国内学会 4件にて報告した．更に，これまでの成果の一部

を Review1報としてまとめた（国際共著）． 
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